
脱炭素先行地域の対象：夢舞台サスティナブル・パーク、国営明石海峡公園、市営南鵜崎団地、東浦花の湯、AIE国際高校
主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：夢舞台サスティナブル・パーク内事業所等11施設、国営明石海峡公園、淡路市営南鵜崎団地、東浦花の湯、AIE国際高校
共 同 提 案 者 株式会社ほくだん、シン・エナジー株式会社

夢舞台サスティナブルパーク内の民間施設、隣接する国営明石海峡公園、市営南鵜崎団地等において、株式会社ほくだんがPPA事業者となって、各施設等に太
陽光や蓄電池を設置するとともに、市内の休耕地、ため池、住宅屋根等に太陽光等を導入し先行地域内の各施設等に再エネ電気を供給することにより、脱炭素
化を図る。また、熱については、地域課題となっている放置竹林を活用した竹ボイラの導入実装等に取り組む。

取組の全体像

淡路市：淡路市におけるコンパクトシティ×里山ハイブリッド脱炭素化モデル事業

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 ・・・ 2030年度

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

① 東浦花の湯、聖隷淡路病院に竹チップ熱供給ボイラを設置し年間重油
240kL相当のバイオマス代替を実現・脱炭素化を推進し、竹の燃料活用
及びその燃焼灰活用の経済創出により放置竹林の課題解決につなげる

② 企業に対してEVのレンタルサービスを実施し、企業が車両確保困難な社
員に貸与し、通勤やプライベートに使用してもらい勤務中はカーポートPVで
充電する仕組みを構築し、若者のIターンやUターンを促進

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

① 夢舞台サスティナブル・パークでの企業等の誘致により、更なる雇用を創出
し、少子高齢化と都市部への人口流出による人口減少の課題に対応し、
脱炭素とあわせて経済的なインパクトを市内外に波及

② 放置竹林はイノシシのすみかになり農業への獣害を及ぼし、土地の水源涵
養機能が低下して土砂災害、土壌崩壊の危険が拡大するおそれがある。
竹チップボイラを導入して竹の資源化を図り、放置竹林の拡大防止により
獣害被害・市域の防災を推進

４．主な取組のスケジュール

国立明石海峡公園再エネ設備導入
設計等

ため池太陽光発電導入

３．取組により期待される主な効果

設計

工事 運転開始

聖隷こども園・ファーマライズ再エネ設備導入
設計等 工事 運転開始

ゾーニング・合意形成 施工 運転開始

農地・休耕地太陽光発電導入事業

戸建て住宅太陽光発電導入事業
合意
形成

スキーム確立 PPAモデル営業開始・随時工事・発電開始

設計ゾーニング・合意形成 施工 運転開始

① 株式会社ほくだんがPPA事業者となって、需要家の屋根等に太陽光発電
(5,754kW)・蓄電池を設置して自家消費を推進

② 新設施設についてはZEBReadyを標準化し、高効率設備導入により従
来比50％以上を省エネ

③ 株式会社ほくだんが、市内の休耕地(1,000kW程度)、駐車場カーポー
ト、ため池(1,000kW程度)、住宅屋根に太陽光発電等を導入し、先
行地域内の各施設に供給することにより、脱炭素化を推進

④ 残りの需要量については、
同社が小売電気事業者
として市内再エネ電力を買
取り、小売供給を実施


